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に Schuster のピリオドグラム法および Whittaker のピリオドグラム法を回路網的に考察し，相関関数を
中心としてこれらの万法と他の万法との関係を明らかにしたことがおもな内容となっている。





















まず，第 1 章は「緒論J であって，雑音または不規則変動成分と共在する状態から周期成分を取り出す
問題は通信工学のみならず臼然科学一般において広汎かつ重要な地位を占めているととを述べ，さらにこ
の問題についての歴史的発展を展望したのち，この論文の位置を明らかにしている。
第 2 章は「周期的成分分析論J と題し，従来個別的に取りとげられていた各揮の周期分析法の聞の関連
を近時発展した一般調和解析論と線形回路理論とを用いて統一的に明らかにしたものである。


























第 4 章は「ピリオドグラム分析」と題し，離散的な時系列の周期分析に対し， しばしば適用される
Whittaker および Schuster のピリオドグラム法のそれぞれにつき，その周期分析特性および弁別比の詳細
なる理論的研究を述べたものである。






的成分の振幅と不規則変動成分の分散との関数として求めている。この結果により Whittaker と Schuster
法における弁別比は大差なきことが明らかになった口
第 5 章は「ピリオドグラム計算機」と題し，ピリオドグラム分析を自動的に遂行するために，著者が考
案，試作した専用計算機の研究を詳述したものである。
著者は，乙の計算機に Whittaker 法の原理を適用し，制御および演算方式には主としてディジタノレ形を
用い，計算結果は記録紙上にグラフ表示せしめている。回路素子としてはトランジスタとゲルマニウム・
ダイオードを，入力媒体および記憶装置には磁気テープを使用している。著者は既知の時系先につきこの
計算機を用いて実際に分析し精度を検討しているが，満足すべき結果を得ている。この計算機の構成およ
び各部回路には著者の創案が多く，将来この種計算機の設計に貢献するところがあろう。
第 6 章は「結論」であって，著者の本研究に際して得られた成果の要点を総日ーして記述したものである。
以上のように著者は多年にわたり不規則成分と共存する周既的成分の分析法につき研究を行い，在来別
個に考えられていた各種分析法の聞に横たわる相互関係を明らかにするとともに，これらの原理に基づく
試作機をそれぞれ完成，提示したのまた，ピリオドゲラム分析法についても詳細な理論的研究を行い，こ
れらの方法の周期分析特性を明らかにするとともに，弁別比なる新しい感度表示に最も適した測度を提案
計算し，これらピリオドグラム法の良否判定の一基準を示したロ著者のなしたこれらの研究成果は通信工
学のみならず一般自然現象の究明に対し貢献するところが極めて大であると考えられるのこれらの点から
見て乙の論文は博士論文として価値があると認める σ
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